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～研修生の声・体験談～　
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府中療育センター Ｙさん（第１期生・重症心身障害児(者)看護歴 6年）
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北療育医療センター Ｍさん（第１期生・重症心身障害児(者)看護歴 23年）
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東部療育センター　Ａさん（第2期生・重症心身障害児(者)看護歴 6年）
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東大和療育センター Ｋさん（第１期生・重症心身障害児(者)看護歴 7年）




北療育医療センター Ｋさん（第2期生・重症心身障害児(者)看護歴 11年）


東部療育センター Ｙさん（第１期生・重症心身障害児(者)看護歴 6年）


府中療育センター　Ｗさん（第2期生・重症心身障害児(者)看護歴 14年）

東大和療育センター Ｈさん（第１期生・重症心身障害児(者)看護歴 15年）


東部療育センター Ｈさん（第１期生・重症心身障害児(者)看護歴 7年）


北療育医療センター　Ｉさん（第2期生・重症心身障害児(者)看護歴 10年）



府中療育センター　Ｔさん（第2期生・重症心身障害児(者)看護歴 4年）


北療育医療センター Ｙさん（第１期生・重症心身障害児(者)看護歴 20年）



東部療育センター　Ｔさん（第2期生・重症心身障害児(者)看護歴 3.5年）



府中療育センター Ｙさん（第１期生・重症心身障害児(者)看護歴 8年）



北療育医療センター Ｎさん（第2期生・重症心身障害児(者)看護歴 4年）


第１期生として研修に参加しました。研修では、重症心身障害児(者)看護特有の変形・拘縮に対する看護、呼吸器・消化器系における疾患の特徴等についての講義を受け、より専門性の高い知識・技術を習得することができました。研修修了後は、職場において実習生の指導や後輩育成に積極的に携わり、指導・教育的立場として学びを活かしています。現在は、当センター内で創傷ケアの対応に苦慮している現状があり、皮膚・排泄ケアの専門的知識・技術の向上のため、認定看護師の資格取得を目指しています。今後も自己研鑽し、よりよい看護・療育を提供し、利用者生活の質の向上に努めていきたいと考えています。





今回、重症心身障害プロフェッショナルナース育成研修に参加させていただく事で、重症心身障害児(者)看護の成り立ちに始まり、 現在、重症心身障害児（者)を取り巻く社会的背景や支援のための多職種の連携の必要性を学ぶことができました。  また、実際に現場で様々な取り組みがなされているにも関わらず、多くの事例が個人の経験という範疇に留まっていることが、知識の継承といった点で足かせになっている事を痛感しました。


今回の研修での学び、研究での取り組みを活かし、重症心身障害児(者)に起こりやすい皮膚障害について、皮膚の解剖生理、観察ポイント、アセスメント方法などを交えて、職員対象に学習会を行う予定です。また、看護主任・教育委員として今回の学びを活かし、根拠に基づいた職員指導の実施、病棟内での学習会の開催等、重症心身障害児(者)看護の目的や役割を学ぶ機会を提供できるよう取り組んでいます。


今後、重症心身障害認定看護師として重症心身障害児(者)看護の体系化に寄与できるように研究的取り組みを自ら実践し、学会発表につなげることで利用者からの学びを広く役立てるようします。また、重症心身障害認定看護師間の情報交換機会を定期的に持つことで、情報共有し、自施設での取り組みに活かしたいと思います。





２年間の教育訓練によって得られた専門知識や技術を保有することで、自らが常に学び学習する姿勢を習得しました。私はそれを病棟で伝達し、業務に従事する人たちと一緒に看護の質を向上しようと取り組んでいます。





研修に参加したことで療育の現場で大事なことはなにか、利用者に必要とされていることは何かを学ぶことができました。肺理学や歯磨きなど基本的技術を習得できたほか、他施設の方と話せたことで御互いの良いところ施設の弱点をみることができました。現在は、研修で習得したことを踏まえ、重症心身障害児（者）にとって良い環境、ケアとは何かを、新人、中途採用者を指導する上で心がけ、取り組みを行っています。


重症心身障害プロフェッショナルナースは、まだ始まったばかりであり、その取り組みは注目されています。基本を忘れず、習得したことを実践し、利用者にとってより良い環境をつくっていきたいと考えます。





療育センターに異動して3年が経った時に「重症心身障害プロフェッショナルナース育成研修」が開講し、1期生として2年間参加しました。研修では、これまで学ぶことのなかった重症心身障害児・者やその施設の歴史、障害者の法律、重症心身障害児・者の医療などの講義を受けました。摂食・嚥下や肺理学療法、ポジショニングでは、実技もあり、実際に経験する事で、新しい発見が多くありました。また、重症心身障害児・者が訴えていることを読み取る方法のヒントになる講義があり、今では声掛けやケアなどをしたときの反応を、かすかな指の動きや顔の表情で表現していることが分かり、自信と喜びを感じています。更に他施設(民間）への見学実習や、訪問看護の実習もあり、療育センターと比較したり、在宅における家族との関係を知ることなど貴重な体験が出来ました。そして、スタッフへも情報提供のための勉強会や、スタッフから質問されたことに研修での資料を見ながら助言をしています。


　今年の5月には、重症心身障害認定看護師の試験にも合格しました。重症心身障害児・者は個々によって重症度が異なり、ケアや対応方法が様々です。誰のための看護・療育なのか、ということを常に念頭に置き、勉強会や看護実践を通して学んだことをスタッフへ伝えながら共に成長していきたいと考えています。





私は障害児の看護についてはなにもわからない状態で就職し、病棟で勤務しながら先輩たちの看護を見ることで技術を学び自らの体験を重ねることで知識を積み重ねてきました。


　今回の研修では、重症心身障害に特化して医療や看護の専門科目を細かく学ぶことができました。講師の先生方も現役で活躍している方ばかりであり、講義の内容についても実際の症例を交えた具体的なものが豊富にあり、大変参考となりました。


　「重症児施設とその歴史」「重症児看護総論」「重症児施設の看護の役割」といった講義では、歴史を振り返り重症児施設の黎明期から法制化の経緯、超重症児や在宅志向など近年の状況が整理され、とても興味深いものでした。重症児の生命を支えるためには日常的に医療が必要であり、医療なしに重症児は生活できません。しかし「医療だけでは心地よい生活を送ることはできず、良い生涯といえない」という思いを新たにすることができました。重症児看護の困難性として、コミュニケーションやニーズ把握、QOL向上への支援といったことがありますが、毎日のケアを通してその人なりのコミュニケーションが図れ、笑顔が見られた時には、豊かな生活に一歩でも近づけたのではないかと感じることができ、この点が重症児看護の魅力ではないかと思っています。





重症心身障害看護に携わる施設職員を対象にした、東京都で初めての大規模な研修に１期生として参加しました。


まず障害者の歴史について学び、今行なっている看護がどのような歴史を辿り現在に繋がっているのか、改めて知る機会になりました。また、多くの専門職や他の職種の方々の講義により、これまで行ってきたケア方法を見直す機会にもなりました。


療育のあり方などを基礎から各論まで段階を追って学び、講義の後には実技も実施。ケアを受ける方の立場や気持ちを体験することで、相手に立った思いを深く考えることができました。その体験で得た考えや思いを実際のケアに活かしています。


研修を修了し、現在は講義や伝達講習を行ない、当研修で得た自分なりの学びを少しでも伝えていこうと日々努力しています。今後は、家族に寄り添いともに歩む心を持って、障害児・者を持つ家族への家族指導にも取り組んでいきたいです。

















今回、東京都重症心身障害プロフェッショナルナース育成研修に第2期生として参加して、2年目になりました。重症児・者看護の歴史は浅く、障害の程度が個々で異なったり、重複しているため、看護に個別性や専門性が求められますが、学べる場所が少なく、独学では難しく感じていました。それは、今までに重症児・者に触れる機会が少なく、看護学校でも余り勉強しなかったと記憶しています。姿勢や緊張などから、技術についても基本を踏まえたうえでの応用編となります。この研修では、重症児・者の疾患や治療、看護だけでは無く生活全般（重症児・者やその家族、社会保障制度など）についても専門的に学んでいます。はじめは、自分自身のキャリアップのためと思い参加しましたが、学びを深めるうちにみんなにも知ってもらいたい知識や・技術があったので、研修で学んだ事を日々の看護に生かせるように、看護科主催の勉強会や自病棟での勉強会を通して、重症児・者看護のレベルアップを図っています。


　この研修では、講義中にディスカッションの時間も多くあり、他の病院や施設で重症児・者に関わる看護師と多くの学びや苦労、喜びなどを分かち合うことで、モチベーションの維持や励みになっています。


　この研修終了後は、重心プロナースとして後輩の育成や看護研究など積極的に行なっていくことで、重症児・者看護の魅力を広めていきたいと思っています。





当センターに勤め10年経過し、日々の関わりでちょっとした変化・反応・成長が見られた時に喜び・遣り甲斐を感じていました。反面入所者の高齢化・生活の質の向上への壁などの問題にジレンマを感じていました。そのような時期に、東京都重症心身障害プロフェッショナルナース研修の研修生募集の話があり、申し込みました。


研修に参加させて頂き、主要３大病態である脳性麻痺・てんかん・精神発達遅滞の治療・看護、消化器合併症・呼吸障害・摂食障害・行動障害の治療と看護の知識を深める事ができました。また、重症児・者の発達・心理の特徴や家族の思いに沿ったケアの重要性を学ぶ事ができました。何よりも、研修の場や施設実習が他施設との情報交換の場となり、看護の工夫や難しさなどをシェアでき問題解決への対策に繋がる事が多くありました。


今後研修で学んだ事を、より多くのスタッフに伝達し日々のケアで助言・指導してスタッフの知識の向上・遣り甲斐につながるよう働きかけたいと考えています。また、スタッフの士気が高まれば、ケア・生活の質の向上にも繋がると考えています。





現在も受講中ですが、今まで得た知識を再度、基本的な部分から深い部分まで学習できます。それぞれの専門家（外科、内科、小児科、整形外科、心理、療育等）による講義を受け、重症心身障害児の特徴について詳しく学ぶことができます。また、色々な重心児（者）施設から看護師が集まり、情報交換や意見交換ができることが良いです。


今後は、新人指導や病院から在宅へ移行する際、患者様とご家族のお手伝いや訪問看護等を行いたいです。








研修では重心分野の全域に渡り、専門の講師にご指導頂き、看護の裏付けと、発展・応用を学びました。大変有意義でモチベーションが上がりました。都内各施設への実習は、日々の看護にも、私自身の働き方にも、とても良い刺激になりました。また多くの看護師と交流を持てた事は楽しい思い出となりました。グループ研究は、学会発表させて頂きました。この経験は看護師として自信に繋がっています。今後は知識・技術の精進とともに、重心の魅力の発信、後輩育成に力を注ぎたいと希望しています。





プロフェッショナルナース育成研修の中で、特にコミュニケーション研修では、利用者様の立場に立ち、相手に要求を伝える演習を体験し、看護の基本ついて再考する機会になりました。また訪問実習や他施設の実習など、私には初めての経験でしたが、重症心身障害を持つ方達の生活や看護を様々な面から深く考え、学ぶことに繋がりました。とてもよい経験をさせて頂いたと思います。


　重症心身障害児（者）の看護に携わる様々な施設の看護師が集まり、学び合い、悩みや楽しさを共有する場として有意義であると感じています。今後この研修での体験や学びを活かし、利用者様一人一人が安心して、より過ごし易い生活を送ることができる場となるよう、微力ながらも一人の看護師として質の高い看護が提供できるように頑張ります。また先輩・後輩達にも良い影響が与えられるような看護実践に努めます。





私は2期生で現在研修に参加しています。利用者様の事をもっと良く知りたい、他施設ではどのようなケアがなされているのか知りたいと思い、参加させて頂きました。色々な施設の方の講義が聴ける事ももちろん勉強になりますが、一番はやはり他施設の看護師と話が出来る点です。グループワークも沢山あり、1つの事例に対し自分の施設ではこういう対応をしているけど、あなたの所は？など、様々な情報交換が出来、とても刺激になっています。２つの施設実習と訪問看護実習の合計３つの実習があり期間は1日と短いですが、他施設や在宅の実際を見ることが出来勉強になるとともに、自分や自分の施設を省みる良い機会になっています。








2年間にわたる研修では、各分野の専門家の方々より重症心身障害児（者）看護に関連する知識や技術について講義やご指導を受け、貴重な経験を得ることができます。講義を受けるほど、いかに重症児（者）看護の領域が専門性を必要とするかを認識するとともに、重症児（者）看護は他の専門職種との協働により成り立っているということが理解できました。また、各施設から参加している研修生同士の討議やグループワークも多く活発な意見交換をする中で大きな刺激を得ることが出来ました。　　　


この研修の醍醐味は何と言っても他施設での実習であると思います。2年間の研修の中では、2つの施設実習と訪問看護実習の計３分野の実習機会が用意されています。それぞれの研修生にとって自分が勤める病棟と異なる療育の現場を体験することは非常に大きな学びになりました。たとえ重症度が同じであっても他の病院・施設を見学することによって、自身が勤める施設の良い点や他施設から学ぶべき点を認識できると考えます。


現在、看護が必要とされる重症心身障害児（者）は増加を続けていますが、全国で就業している看護師のうち重症心身障害児（者）施設で勤務している看護師は、わずか１％未満に過ぎません。そして、その職務内容については、人口呼吸管理を含む専門的な知識と技術が必要であるにもかかわらず実態が知られていないように感じます。だからこそ、この研修で学んだ知識や経験を、私達の看護を必要とされている多くの利用者様やご家族のために活かさなければならないと思っています。そして将来的には重症心身障害児(者）の看護が看護の一領域として更に認知されるように努めていきたいです。








当センターでの看護経験も五年目となり、重心看護を深く考えるようになっていたこの時期に育成研修に参加出来ていることは、とても有意義に感じています。概念の講義で基礎を学び直し、現在は各論の講義で得た知識を日々の看護に結び付けられることも多く、嬉しく思っております。


　特にこの研修を受けてよかったのは、他の重心施設や訪問看護ステーションでの実習を経験出来たことです。実習先での様々な取り組みや自分にはなかった視点での重心看護を学ぶ事が出来ました。訪問看護実習では施設にいてはなかなか体験出来ないご家庭での介護の実際を見させて頂き、貴重な時間となりました。短期入所者への看護やご家族への対応に生かせて行けたらと思います。育成研修もあと半年ですが、学んだ知識を職場に還元し、看護もより良い看護を提供出来るよう努力して行きたいです。








